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今回取材させていただき「技術職」に対するイメージががらりと変わりました。一言で技術職といっても、
その中でのお仕事は様々で、男女・文理問わず働けるのは驚きでした。福島で大手企業、海外とのお仕事がで
き、さらにそれが福島への貢献につながる、というのは非常に魅力を感じます。福島から世界のためにお仕事
ができるということにとても心を動かされました。

ｲﾝﾀﾋﾞｭｱｰ(自主学修プログラム南相馬PR班)： 食農学類２年 遠藤 瑠乃／経済経営学類２年 菅野 結夏

携帯電話やノートパソコン、電気自動車などに使われている
開発途中の電池の安全性や性能を試験する装置を開発・販売し
ています。
また、サービスとしてお客様からの開発途上の電池をお預か
りして、装置を使って評価をするというサービス業も同じく
行っています。
ここ10年前は販売が主流でしたがここ最近はコロナウイルス
の影響もあり、サービスのお仕事も増えました。

昨今「電池を制する者は世界を制す」と言われています。こ
れからは地球温暖化防止などの観点から二次電池が代替エネル
ギーになって来るので、多くの場面で必要になってくるためで
す。電池が安全に、正しい使い方をされるように取組んでいき
たいと考えています。
これから先、技術資源として日本に残されているのは車と電
池しかありません。そのため、電池という側面でいろんな試験
をやってデータを取り、若手のために、日本のために資源を
作っていきたいと考えています。

弊社は技術系に寄った職なので、工学部や化学関係などと
いった方が多いですが、全員が総合職なので、男女問わず、分
け隔てなく仕事に取り組んでいます。
また、技術職なので難しい印象を持たれてしまいがちですが、
文系の方でも十分に働くことのできる会社です。そのため、ぜ
ひ夢のある福大生に来てほしいと思います。いわきの会社です
が、関東の会社さんとの取引が現在はほとんどです。福島県に
貢献しながら、いわきにいながら大手さんとのお仕事ができる
ことを皆さんには知ってほしいなと思います。
さらに、これからはいわきから海外に向けて、グローバルに
活動をしていきたいと考えています。

分野を問わず本をたくさん読んでほしいなと思います。今は
テレビやインターネットなどの目や耳で入ってくる情報ばかり
ですが、そこに惑わされず、興味をもって情報収集をし、情報
収集力を鍛えてほしいなと思います。
皆さんが働きやすい環境を作るのは私たちの役目です。その
ような会社を作って皆さんをお待ちしています！

(左)東洋システム 奈良様 (右)ｲﾝﾀﾋﾞｭｱｰ
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